
「GX（グリーン‧トランスフォーメーション）」とは、化⽯燃料からクリーンエネ
ルギーへの転換を契機に、経済社会システム全体を変⾰し、エネルギーの安定供給
‧経済成⻑‧排出削減の同時実現を⽬指す取り組みです。中⼩企業がGXに取り組む
ことで⾃社の経費削減‧競争⼒強化につながることはご存じでしょうか？

⼭形県では昨年度から県内中⼩企業（製造業）を対象とした全4回の脱炭素
経営塾を開講しております。令和8年度も引き続き、脱炭素経営に必要な基礎知識
の習得から、CO₂排出量の削減計画の策定まで伴⾛⽀援します。（昨年度の詳細は
裏⾯に記載）

どなたでも参加できるカリキュラムとなっておりますので、ぜひご参加ください。

第１回

2026年 
8⽉21⽇(⾦)

14:00〜

カーボンニュートラルを体験する

カードゲーム「2050カーボンニュートラル」を利⽤したワークショップを通して、
カーボンニュートラル達成の難しさと、企業に求められる⾏動を体験します。

第２回

2026年 
9⽉18⽇(⾦)

14:00〜

企業が脱炭素経営に取り組む必要性を知る

企業が求められる脱炭素活動の事例を踏まえ、CO2排出量可視化の必要性や算定後の
削減施策に関する概要について学習します。

第３回

2026年 
10⽉23⽇(⾦)

14:00〜

脱炭素に向けた算定後のアクションを知る

開⽰‧削減の事例に加え、現在注⽬されているCFP（カーボンフットプリント）など
今後求められる取り組みについて解説します。また、令和7年度やまがたGX経営塾参加企
業からの事例紹介‧交流会も予定しています。

第４回

2026年 
11⽉27⽇(⾦)

14:00〜

削減⽬標に応じた削減計画の策定

可視化した⾃社CO₂排出量データと学習した削減策を組み合わせて、⾃社にあった削減
計画を検討します。

研修の対象：⼭形県内に本社や事務所等を置く中⼩企業(製造業)の担当者および経営者等
持ち物：(必須)お名刺2枚‧筆記⽤具 
    (任意)ノートパソコン / 第2回‧第4回で利⽤する可能性がございます

注意事項
‧各回の詳細は別途お申し込み後にご案内いたします
‧原則としてすべてのカリキュラムにご参加いただきますので
 事前に⽇程のご調整をお願いいたします

スケジュールおよび内容は変更になる可能性がございます。

お申し込みはこちらから

8⽉14⽇ ⾦

参加申込期⽇

定員：10社程度

※定員に達し次第、締め切らせていただく場合がございます

参 加 費 無 料 / ⼭形県内の製造業向け令和8年度

⼭形県庁内会議室（予定）
(⼭形県⼭形市松波2丁⽬8番1号)会 場

｜ 受託者：         ｜ 共催：主催： e-dash株式会社
TEL : 03-4446-6066



CO₂排出量の

可 視 化
データ⼊⼒から
算出‧分析まで

e-dashが⾃動化します

削減⽬標を登録して
⽬標対⽐の

実績管理も⼀元化

CO₂排出量の

⽬標設定
コスト削減から
排出量削減まで

具体的な⽅法をご提案

CO₂排出量の

削 減

とは？ CO₂排出量の可視化から削減まで、企業の脱炭素を⼀気通貫で実現するサービスです。
本事業では、「e-dash」を無償提供し、排出量の可視化と削減計画の策定を⽀援します。

かんたん！請求書のアップロード

デモ動画はこちらエネルギーの請求書データをアップロードするだけ！
⼿⼊⼒の⼿間もなく、誰でも簡単に⾒える化が可能！

操作が簡単！

令和7年度から取り組みを開始した「やまがたGX経営塾」。
昨年度は11社の企業がプログラムを受講し

脱炭素経営に向けた第⼀歩を踏み出しました。

令和7年度 やまがたGX経営塾の取り組み紹介

カードゲームを利⽤したワークショップで脱炭素経営の基本を学びま
した。気候変動対策における緩和と適応や、企業として脱炭素に取り
組むべき背景をお伝えするとともに、Scope 1‧2などの排出量算定の
基本となる知識についても学習しました。

第 1 回

CO₂排出量の算定と削減のメリットについて解説するとともに、
e-dashを利⽤した算定⽅法を説明。また、講師2名をお招きし、サス
テナビリティ経営のポイントや端材を利⽤したアップサイクル事業な
ど、製造業特有の取り組みについても紹介しました。

第 2 回

CO₂排出量算定後の具体的な削減施策を共有。省エネルギー診断や再
エネ導⼊、⾮化⽯証書やクレジット等について解説するとともに、可
視化後の開⽰アクションとして、中⼩企業版SBT認定やエコアクショ
ン21等の諸制度についてもお伝えしました。

第 3 回

「e-dash」を活⽤して算定したScope 1‧2排出量や、⾃社のエネル
ギー使⽤量‧設備の稼働状況をもとに、短期‧中期‧⻑期の削減⽬標
を⽴て、具体的な削減計画を⽴案しました。

第 4 回

令和7年度やまがたGX経営塾 参加企業⼀覧

⼭形電⼦株式会社（⼭形市）、株式会社ユニカ技研（上⼭市）、株式会社伸和コーティング（村⼭市）
株式会社⼭本製作所（東根市）、斎藤マシン⼯業株式会社（天童市）、アルス株式会社（⽶沢市）

株式会社相⽥商会（⽶沢市）、ハイメカ株式会社（⽶沢市）、浜理PFST株式会社（⽶沢市）
サンリット⼯業株式会社（⻑井市）、株式会社⼩森マシナリー（⾼畠町） ※順不同


